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2016年 3月度	 建築音響研究会	 開催報告 
 
 
３月度の研究会は，豊洲シビックホールにて開催しました。研究会のテーマは一般で，ピアノの

音源指向性が音楽聴取に及ぼす影響，音に包まれた感じの評価，豊洲シビックホールの音響計画、

の 3件の発表があり，54名の参加者により活発な質疑討論がおこなわれました。研究発表の後，ピ
アノ、チェロ、フルートのソロ演奏によるミニ演奏会が開催されました。演奏会では，舞台上反射

板の有無による違い、ステージ上の演奏位置の違いを比較試聴し、演奏のしやすさの違いを演奏者

にもインタビューするなど建音研ならではの企画も実施されました。演奏会では、豊洲シビックホ

ールの特徴でもあるガラス壁により、外の景色を眺めながら音楽を堪能できました。全体として大

変有意義な研究会となりました。今後も引き続き，積極的な話題提供と研究会への多数のご参加を

お願い申し上げます。 

 

■ 開催概要 
日	 	 時	 	 平成 28年 3月 16日（水） 13:00〜16:30 
場	 	 所	 	 〒135-0061 東京都江東区豊洲 2-2-18 

豊洲シビックセンターホール（東京） 
参 加 者	 	 54名 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

■ 発表題目および内容概要（テーマ：一般）	 
※以下の概要は建築音響研究会資料の「内容概要」から転載したものです 
 
1. ピアノの音源指向性が及ぼすホール内音楽聴取への影響* 

○佐久間哲哉（東大・新領域）, 上田脩太郎（日本航空）, 添野結衣, 上野佳奈子（明治大）, 

横山栄（小林理研）, 宮崎秀生（ヤマハ） 

【概要】ピアノの音源指向性は特に中高音域で強く，前後および左右で非対称となるため、ホール内の客席位

置により音楽聴取の印象が大きく異なるものと考えられる。本研究では、その影響を物理的・心理的に解明す

ることを目的とし、実際のピアノを用いたホール内の音響測定および音場再現システムを用いた実験室内の聴

感実験を実施した。その結果、ピアノの位置・方向・屋根がホール内音圧分布に及ぼす影響が確認され、また、

受聴位置によってそれらの聴感上の影響が異なることが明らかとなった。特に総合的な好ましさは、高音域の

指向性が強いピアノ正面・上手で高評価となる傾向が見られた。 

 

*１２月度建築音響研究会に予定していた議題でしたが，やむを得ない理由により３月度に延期といたしました。 
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2. 音に包まれた感じが初期及び後期の残響エネルギーから受ける影響に関する調査 
○石田舞，亀川徹，丸井淳史（東京藝大） 

【概要】一般に、音に包まれた感じ（LEV）は主に後期の残響エネルギーが寄与すると考えられている。しかし

著者らの以前の実験では直接音のレベルに応じてLEVが増加した。すなわち初期の音のエネルギーが寄与する

LEVも存在すると考えられた。このことから本稿では、LEVは少なくとも「部屋の響きによる音に包まれた感じ」

と「楽器音による音に包まれた感じ」があると考え、それぞれのLEVに影響を与えている物理的要因について調

査を行った。その結果、「部屋の響きによる音に包まれた感じ」には後期の側方エネルギーの合計が、「楽器音

による音に包まれた感じ」には初期の側方エネルギーの合計が影響を及ぼしている可能性が示された。 

 

3. 豊洲シビックホールの音響計画 
○青木亜美，司馬義英（日建設計）	 

【概要】豊洲にオープンした300席の多目的ホールは2面をガラスとして外部が臨める開放的な空間が特徴であ

る。音響計画としては、ガラス面への音響散乱形状の採用や小規模ながら豊かな響きと初期反射音のバランス

を整える工夫などを行った。舞台天井反射板の角度調整や可動式の仮設反射板の設置など、演奏者が選択でき

る音場調整要素も備えた。竣工前には音響特性の確認とともにソロやアンサンブルの試奏を行い、舞台・客席

におけるそれらの効果を確認した。また、遮音計画としては、ホールや諸室を防振遮音構造とし、所定の性能

を確保した。本報ではこれらの室内音響・防振遮音計画および竣工時の測定と試奏の結果について報告する。 

 
 

 

☆建築音響研究会の別刷(バックナンバー)に関する問合先： 
 担当幹事（http://asj-aacom.acoustics.jp/backnumber.html）までご連絡下さい。 


